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白い系が結んだ
世代間と黒見近感

|■
圭3月の在宅医 (上旬)
目在宅医

慣1出中整形外科 (野町)
853-5000

かげつか

山方内科 (欠塚)
852-1351

(全日曜祝日)
―
筑後市立病院 (和泉西 )

853-7511

▲1月20日の「久富地域デイサービヌ」で。松原小

学校の3年生75人はこの日、会場の久富公民館を

訪間、音の遊びをあ年寄りたちと楽しみました。

(内容は6ページに紹介)

日広域眼科在宅医
5日  白尾眼科 (久留米市荒木町)
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‐ 市民芸能のつどいスケジュール

▲昨年の市民芸能のつどい

え

ん

「艶
」
た
け
な
わ

回20第

市
民
芸
能
の
つ
ど
い

人
の
命
や
健
康
を
む
し
ば
む
と
さ
れ

る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
を
規
制
し
、

そ
の
影
響
を
防
ご
う
と

「ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
対
策
特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
次
に
当
て
は

ま
る
ご
み
焼
却
炉
は
県

へ
の
届
け
出
が

必
要
で
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
が

義
務
づ
け
ら
れ
、
ま
た
排
出
基
準
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
す
で
に
該
当
す
る
焼
却
炉
を
設

置
し
て
い
る
人
や
事
業
者
な
ど
は
、
早

急
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
け
出
が
必
要
と
な
っ
た
焼
却
炉
】

火
床
面
積
が
Ｏ

・
５
平
方
肝
以
上
あ

る
か
、
焼
却
能
力
が
１
時
間
当
た
り
５。

ロ
キ
以
上
あ
る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
・

回
手
続
き

。
問
合
せ
　
八
女
保
健
所
（奮

０
９
４
３
０
１
１
５
１
）

ヘ

３
月
５
日
⑪
Ｂｌ２
日
働

い
ず
れ
も
正
午
～

サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
小
ホ
ー
ル

ヤⅢますぐ
焼却炉0届け出を

3月 5日 (日l
時   間 部 団   体   名

12:00～ バ  レ エ
エ  ル   バ   レ  エ
田 中 バ レ エ

13102～ 味  線 文 津
△
7ヽ

13:21～ 演 歌 歌 謡
グ ル プ 歌 時 計
西 日 本 歌 謡 吟 詠 学 院

14:20～ 日   舞

美 藤
△
7ヽ

舞 照
△
ム

楳 若
人
芸

香 澄
△
ボ

藤 優
△

雄 希 津 会

藤 龍
△

16:35～ 吟   詠

岳 翠 会 筑 後 支 部

城 勝 吟 道 会

詩 吟 朗 詠 錦 城 会

豊 晃 吟 道 会

節 風
△
ム

詩 舞 静 山 流 桃 芳 会
17:53～ 民   謡 八 媛 民 謡 会

18:13～ 演 歌 歌 謡
市 演 歌 愛 好 会

ひ ま わ り 趣 味 の 会
19:16～ お 楽 し み 拍 せ ん △

7ヽ

3月 12日

12:00～ 民   謡
八 女 中 央 支 部
山 ノ 井 教 室

12:40～ 大 正 琴 西 日 本 大 正 琴 愛 好 会
13:23～ 味  線 秀 光 典 会

14:38～ 演 歌 歌 謡
愛 ミ ュ ジ ッ ク
筑 城

人
7ヽ

15:36～ 日   舞

八 寿
△

富 士 和 会

栄 寿
△

紫 保 の 会

若 宮
人

秀 の
人
7ヽ

弥 ゑ 智 会

倉ll 踊
△

17:51～ 吟   詠 城 勝 吟 道 会
18:29～ 演 歌 歌 謡 市  歌 ・ 謡  協  会
19:27～ お 楽 し み 拍 せ ん 会

ダイオキシン類対策特別措置法施行
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〈学
校
図
書
事
務
〉

子
ど
も
好
き
な

資
格
者
求
む

教育委員会では、小学校でおもに図書事務

などをする臨時職員を募集します。

囲採用予定人数 若千人
日任用期間 原則として平成12年 4月 1日 か
ら6カ 月間

※再雇用することもあります

囲資格 昭和48年 4月 2日 以降に生まれた人
(図書館法でいう司書または司書補の資格を

持っている人を希望します)      は

囲申込み 。問合せ 市販の履歴書に写真を貼
り、必要事項を書いて 3月 3日 0まで (郵送

の場合は消印有効)に学校教育課総務係 (〒

833-8601住 所不要853-4117)ヘ

常 職

※応募多数の場合は面

接 (日時などは後日通

知します)で採用者を

決めます
摯 ヾ

募集

谷誌講劣
市
文
化
連
盟

（近
本
喜
績
会
長
）

で

は
、
加
盟
団
体
が
日
ご

ろ
の
練
習
成
果

を
発
表
す

る

「第
２。
回
市
民
芸
能

の
つ

ど

い
」
を
開
き
ま
す
。

多
彩

で
活
発
な
市
内

の
文
化
活
動
を

見
た
り
、
ま
た
身
近
な
人
た
ち
を
応
援

し
た
り
し
な
が
ら
楽
し

い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し

ょ
う
。

な
お
今
年
は
、
第
２。
回
を
記
念
し
て

お
楽
し
み
抽
せ
ん
会
も
実
施
し
ま
す
。

日
問
合
せ
　
同
連
盟
事
務
局

（社
会
教

育
課
内

ａ
０

４
１
１
１
内
線

４
３
３
）

J

農
業
者
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
毎

年
出
し

て
も
ら

っ
て
い
る

「現
況
届
」

の
手
続
き
方
法
な
ど
が
変
わ
り
ま
し
た
。

【
市
長
の
証
明
印
が
不
要
に
】

現
況
届
に
必
要
だ

っ
た
市
長

の
証
明

印
が

い
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
受
給
者

本
人
が
署
名
す
れ
ば

よ
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
本
人
が
署
名

で
き
な
い
場
合
は

家
族
な
ど

の
代
理
人
が
す

る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

【
届
け
出
期
限
が
６
月
３。
日
に
】

現
況
届

の
手
続
き
は
、
毎
年

３
月
３．

日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

平
成

１２
年
か
ら
は
毎
年

６
月
３。
日
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。

※
現
況
届

の
用
紙
は
、

５
月
末
に
農
業

者
年
金
基
金
か
ら
各
受
給
者

へ
送
ら
れ

ま
す

囲
問
合
せ
　
農
業
委
員
会
事
務
局

（
ａ

０

４
１
１
１
内
線

３
２
１
）

へ

側筑後市文化振興

公社では、サザンク

ス筑後で働く事務職

〈
一
般
事
務
〉

サ
ザ
ン
ク
ス
で

自
分
を
活
か
そ
う

員 (嘱託職員)を募集します。

日採用予定人数  1人
圏任用期間 平成12年 4月 1日 ～13年 3月 31日

(1年間)

日資格 昭和42年 4月 2日 ～57年 4月 1日 に生
まれた人

國試験 >と き=3月 20日 llノけ レところ=サザ
ンクス筑後

日申込み・問合せ サザンクス筑後にある申込
書に必要事項を書き、写真と作文 (テーマ=サ

ザンクス筑後でこう自分を活かしたい)を添え

て 2月 20日 (日 )～ 3月 5日 l日 )に側筑後市文化振興

公社 (〒833-0047大字若菜1107サザンクス

筑後内854-1200)へ

証l月印は不〕1で
6月〕I日まで

農業者年金「現況届」が変わります
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ジ
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介
護
サ
ー
ビ
ス
調
整
事

業市
で
は
、
介
護
保
険
制
度
を
円
滑
に

実
施
す
る
た
め
、
次
に
当
て
は
ま
る
人

た
ち
の
相
談
に
応
じ
る

「介
護
サ
ー
ビ

ス
調
整
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

園
対
象
者
　
▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ヘ
の
入
所
を
希
望
し
な
が
ら
自
宅
で
生

活
し
て
い
る
人
▽
現
在
何
ら
か
の
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
で
、

要
介
護
認
定
で

「非
該
当
」
と
判
定
さ

れ
た
人
▽
要
介
護
認
定
で

「要
支
援
」

「要
介
護
」
と
判
定
さ
れ
た
人
で
、
現

在
、
何
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
も
利
用

し
て
い
な
い
人
▽
現
在
、
在
宅
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
し
て
い
る
人

園
問
合
せ
　
健
康
課
介
護
福
祉
係

（奮

０
４
１
１
こ

へ

田
口
■
ロ
ロ
■
困
目
田
□

※
ま
ず
は
電
話
を
。
内
容
に
よ

っ
て
は

市
か
ら
訪
問
し
ま
す

介
護
支
援
専
門
員
連
絡

協
議
会
設
立
総
会

導
入
ま

で
あ
と
１
カ
月
半
と
な

っ
た

介
護
保
険
制
度
。

こ
の
制
度

で
要
介
護

者

・
要
支
援
者

に
、
適
切

で
よ
り
質

の

高

い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
く
に
は
、

介
護
支
援
専
門
員

の
役
割
が
大
変
重
要

な
も

の
と
な
り
ま
す
。

介
護
支
援
専
門
員

で

つ
く
る
連
絡
協

議
会
設
立
準
備
委
員
会

で
は
、
同
専
門

員

の
み
な
さ
ん
に
連
携
し

て
も
ら
い
、

実
務
研
究
な
ど
を
し

て
専
門
員
と
し

て

の
資
質
を
よ
り
高
め
て
い

っ
て
も
ら
お

う
と

「設
立
総
会
」
を
開
き
ま
す
。
多

く

の
専
門
員

の
賛
同
と
参
加
を
待

っ
て

い
ま
す
。

日
と
き
　
３
月
５
日
倒
　
午
後

１
時
半

園
と
こ
ろ
　
市
役
所
東
庁
舎
３
階
３
０

２
会
議
室

囲
内
容
　
▽
設
立
総
会
▽
講
演
会

「介

護
支
援
専
門
員
の
役
割
」

（講
師

¨
長

崎
短
期
大
学
教
授

・
高
橋
信
幸
さ
ん
）

▽
実
務
研
修

（講
師

・
市
健
康
課
職
員
）

囲
問
合
せ
　
同
準
備
委
員
会
事
務
局
（健

康
課
内
ａ
０
４
１
１
５
）

ヘ

都
市
熟
藤
の
利
用
者
モ

ニ
タ
ト
　
・鮭
攣

社
会
を
考
え
る
国
民
の
集
い
」
の
中
な

ど
で
紹
介
す
る
、
生
き
生
き
と
暮
ら
す

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
の
活
動
事
例
を
募

集
し
ま
す
。

団
募
集
事
例
　
次
に
当
て
は
ま
る
人
や

グ
ル
ー
プ
の
活
動

①
年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
ら
の
責
任

や
能
力
に
基
づ
い
て
自
由
で
生
き
生
き

と
し
た
生
活
を
送

っ
て
い
る
、
お
お
む

ね
６５
歳
以
上
の
人

②
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
持
ち
な
が
ら

積
紅
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
、
お

お
む
ね
６５
歳
以
上
の
人
た
ち
で
つ
く
る

グ
ル
ー
プ

ロ
申
込
み
　
氏
名
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
名

と
活
動
内
容
の
わ
か
る
も
の
を
３
月
３．

日
④
ま
で
に
市
健
康
課

（東
庁
舎
１
階

ａ
０
４
１
１
５
）

ヘ

園
問
合
せ
　
総
務
庁
高
齢
社
会
対
策
室

（ａ
０
３

・
３
５
８
１

・
９
６
４
５
）

県立明姦醐任

定
時
糾
普
通
郡
生
徒

県
立
明
善
高
等
学
校
で
は
、
来
年
度

の
定
時
制
課
程
普
通
科
の
生
徒
を
募
集

し
ま
す
。

囲
修
業
年
限
　
原
則
と
し
て
４
年

囲
学
費
　
１
カ
月
１
万
円
程
度

日
授
業
時
間
　
午
後
５
時
２５
分
～
９
時

（完
全
給
食
制
）

囲
学
力
検
査
　
▽
と
き
＝
３
月
８
日
困

▽
と
こ
ろ
＝
同
校

※
平
成
１２
年
４
月
１
日
現
在
、
２。
歳
以

上
の
人
で
希
望
す
る
人
は
、
学
力
検
査

を
作
文
に
代
え
て
受
験
で
き
ま
す

囲
申
込
み

・
問
合
せ
　
入
学
願
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
２
月
２．
日
何
の
正
午

ま
で
に
県
立
明
善
高
等
学
校
定
時
制
（〒

８３０
１
０
０
２
２
久
留
米
市
城
南
町
９
１

１
奮
⑫
５
２
４
と

ヘ

日
対
象
　
運
転
免
許
を
持

っ
て
い
る
福

岡
都
市
高
速
か
北
九
州
都
市
高
速
道
路

の
利
用
者

団
任
務
　
モ
ニ
タ
ー
会
議

（平
日
）

ヘ

の
出
席
、
ア
ン
ケ
ー
ト

ヘ
の
回
答
な
ど

※
謝
礼
あ
り

囲
任
期
　
４
月
～
来
年
３
月

（１
年
間
）

日
募
集
人
数
　
各
１０
人

園
申
込
み

・
問
合
せ

　

「都
市
高
速
を

利
用
し
た
感
想
」
を
４
０
０
字
以
内
に

ま
と
め
、
住
所

・
氏
名

。
年
齢

・
職
業

・

電
話
番
号
、
利
用
の
高
速
道
路
名
を
書

い
て
２
月
２５
日
④
ま
で

（消
印
有
効
）

に
福
岡
北
九
州
高
速
道
路
公
社
業
務
管

理
課

（〒
８‐２
‐
０
０
５
５
福
岡
市
東
区

東
浜
２
１
７
１
５３
ａ
０
９
２

・
６
３
１
・

３
２
８
４
）

ヘ

い
き
』
ピ
高
齢
者
の
活

動
事
例
　
】・蘊

国
で
は
、
高
齢
期
を
迎
え
た

（迎
え

る
）
人
た
ち
に
充
実
し
た
生
活
を
送

っ

て
も
ら
お
う
と
開
く

「心
豊
か
な
長
寿

聾
み
蝦

市
連
合
婦
人
会
で
は
、
ご
み
減
量
化

や
環
境
浄
化
の
輪
を
広
げ
て
い
こ
う
と

「消
費
者
の
つ
ど
い
」
を
開
き
ま
す
。

日
と
き
　
３
月
１８
日
田
　
午
後
１
時
半

～
３
時
半

園
と
こ
ろ
　
サ
ン
コ
ア
３
階
軽
運
動
室

国
内
容
　
実
践
発
表
＝
▽

「生
ゴ
ミ
の

リ
サ
イ
ク
ル
」

（発
表
者

¨
ｎ
中
村
建

材
工
業
代
表
取
締
役

・
中
村
哲
郎
さ
ん
）

▽

「町
を
あ
げ
て
環
境
浄
化
に
と
り
く

む
」

（発
表
者

・
熊
本
市
河
内
町
婦
人

会
の

”
せ
せ
ら
ぎ
会
“
会
長

・
中
川
ケ

イ
子
さ
ん
）

囲
参
加
費
　
無
料

囲
問
合
せ
　
中
央
公
民
館

（奮
０
２
１

７
８
）

ヘ

ズ

れ

(4)
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う

う

介
護
保
険

”
御
意
見
大

募
集

国
で
は
、
介
護
保
険
制
度
が
ス
ム
ー

ズ
に
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た

今
後
の
制
度
運
営
に
も
役
立
て
ら
れ
る

よ
う
に
と

「介
護
保
険

¨
御
意
見
大
募

集
」
と
題
し
て
み
な
さ
ん
の
意
見
、
心

配
ご
と
、
苦
情
な
ど
を
郵
便

。
フ
ァ
ク

ス

・
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。

國
方
法
　
意
見
な
ど
に
氏
名

・
年
齢

・

職
業

・
性
別

・
住
所

・
電
話
番
号
を
書

い
て
４
月
３。
日
側
ま
で
に
厚
生
大
臣
官

房
政
策
課

「よ
り
良

い
介
護
保
険
に
育

て
る
会
」
事
務
局

（
〒
‐００

‐
８
０
４
５

東
京
都
千
代

田
区
霞
が
関
１

‐
２

１
２

囲
０
３

・
３
５
０
３

・
１
９
８
９

囲
薫

Ｊ５
く
Ｉ
ω
α
ョ
ゴ
⑥
Ｂ
す
軍
ぬ
ｏ
」
こ
　
へ

※
送
ら
れ
た
意
見
な
ど
は
有
識
者

で

つ

く
る

「よ
り
良

い
介
護
保
険
に
育

て
る

会
」
に
報
告
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
住
所

と
電
話
番
号
以
外
は
公
表
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
問
合
せ
も
同
方
法

で

9

大
学
等
含
同
会
社
面
談

ハ石　　　　　　　・一

県
な
ど
で
は
、
学
生
の
就
職
支
援
と

県
内
企
業
の
人
材
確
保
の
た
め

「県
大

学
等
合
同
会
社
面
談
会
」
を
開
き
ま
す
。

囲
と
き
　
２
月
２８
日
側
　
午
後
０
時
半

～
４
時
半

（受
付
Ｈ
午
前
■
時
半
～
）

圏
と
こ
ろ
　
福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル

（福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
）

日
参
加
予
定
企
業
　
約
８。
社

囲
対
象
　
大
学

・
短
大

・
高
専

・
専
修

・

公
共
職
業
能
力
開
発
校
を
昨
年

３
月
に

卒
業
し
た
人
か
今
年
３
月
に
卒
業
予
定

の
学
生

囲
参
加
費
　
無
料

囲
問
合
せ
　
県
職
業
安
定
課

（
奮
０
９

２

・
６
５
ｌ

ｏ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
）

へ

■
，
↓

こ

子
育
て
支
援
構
演

■
■
．

県
な
ど
で
は
、
家
庭
や
地
域
で
子
ど

も
と
か
か
わ
る
人
た
ち
を
元
気
づ
け
よ

う
と

「子
育
て
支
援
講
演
会
」
を
開
き

ま
す
。

こ

エ

囲
と
き
　
む

月
９
日
い
　
午
後
２
時
～

４
時

（受
付
＝
午
後
１
時
半
～
）

國
と
こ
ろ
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

（久

留
米
市
野
中
町
石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

日
演
題
　
子
ど
も
の
心
の
育
ち
と
親

・

地
域
の
役
割
～
家
族
の
法
則
編
～

囲
講
師
　
広
島
市
児
童
療
育
セ
ン
タ
ー

診
療
部
長

（児
童
精
神
科
医
）

・
岡
田

隆
介
さ
ん

囲
参
加
費
　
無
料

（託
児
も
無
料
。
要

予
約
）

囲
問
合
せ
　
県
久
留
米
児
童
相
談
所
（ａ

⑫
４
４
５
８
囲
⑫
４
４
５
９

ヘ

)

、
ノ

ハ
言

登録内容の変更は 3月 31日 までに

一一一― 自動車税
。軽 自動車税

―
4月 1日 現在、県や市に登録されている自動車やバイク、

乗用型農機具などには「自動車税」「軽自動車税」がかか

ります。それらを処分したり譲ったりした人は、すぐに廃

車や名義変更の手続きをしてください (3月 31日 までに手

続きを済ませないと、平成12年度も税金がかかります)。

住所が変わった人も住所変更の手続きを。

日問合せ ,>自動車税 (普通・小型自動車など)=筑後県税

事務所 (852-5133)レ 軽自動車税 (軽自動車・三輪車 ,ト

ラクターなど)=市税務課納税管理係 (853望■3)

酔いしれた 自纂の音色
0筑後市立病院でハープコンサート

ふさぎ込みがちになる入院患者を元気づけようと筑後市立

病院で 1月 19日 「ハープコンサー ト」が開かれ、ロビーに集

まった患者やその家族らはその美しい音色に酔いしれました。

ハープを演奏してくれたのはミュージックセラピスト・池

田千鶴子さん (京都府宇治市在住)。 池田さんはNGO支援な

ど社会活動の一環として国内外で演奏しているハーピストで

す。この日は「ゆうやけこやけ」 「ななつのこ」などの童謡

約10曲 を披露しました。

患者らは、ハープの弦を巧みに操る池田さんの指先を見つ

めながら、繊細で優しい、時には力強い音色に静かに耳を傾

けていました。

入院したばかりという70歳代の女性患者は「ハープの生演

奏は初めて聴きました。こんなにすばらしいとは思っていま

せんでした。それも病院で聴けるなんて…。何だかほつとし

た気分になりました」と話していました。
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歩
く
仲
間
の
県
民
大
会

，
ｉ
一

囲
と
き
　
３
月
５
日
□
　
午
前
９
時
半

集
合

日
コ
ー
ス
　
タ
カ
食
品
工
業
爛
広
場

（瀬

高
町
小
川
）
集
合

・
出
発
↓
東
町
↓
本

吉
↓
清
水
寺

（昼
食
）
↓
本
吉
↓
東
町

↓
タ
カ
食
品
工
業
爛
広
場

（約
１０

ロ
キ
）

団
持

っ
て
来
る
物
　
弁
当
、
水
筒
、
雨

具日
参
加
費
　
１
０
０
円

（保
険
料
）

囲
申
込
み
　
当
日
、
集
合
場
所
で

団
問
合
せ
　
ち
く
ご
歩
こ
う
会

・
藤
田

ａ

０
４
３
１
６
）

へ

講
座

・
相
談

料
理
講
座

お
米
を
食
べ
よ
う

市
米
消
費
拡
大
推
進
協
議
会

で
は
、

福
岡
県
産
米

”
ひ
の
ひ
か
り
“
を
使

っ

た
料
理
講
座

「お
米
を
食

べ
よ
う
」
を

開
き
ま
す
。

圃
と
き
　
３
月
１
日
困
　
午
前

１０
時
～

午
後

１
時

囲
と

こ
ろ
　
サ
ン

コ
ア
ー
階
料
理
実
習

室圃
講
師
　
筑
後
高
等
料
理
学
院

。
光
延

恵
美
子
さ
ん
、
同

・
吉
田
世
津
子
さ
ん

圃
受
講
料
　
無
料

囲
募
集
人
数
　
４。
人

（定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
）

國
申
込
み

・
問
合
せ
　
２
月
２５
日
④
ま

で
に
農
政
課
農
政
係

（
ａ
０
４
１
１
１

内
線
３
３
１
）

ヘ

■ヽ

あ
す
ば

る
講
座

▽
女
性
活
動
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
講

座

（と
き
）
３
月
７
日
肉
午
後
１
時
～

４
時
４５
分
、
３
月
２３
日
∩
午
前
１０
時
半

～
午
後
３
時
半
　
▽
女
性
の
た
め
の
起

圃
と
き
　
２
月
２３
日
困
　
午
前
１０
時
～

午
後
３
時

日
と
こ
ろ
　
サ
ン
ヨ
ア
２
階
談
話
室

回
相
談
員
　
久
留
米
社
会
保
険
事
務
所

と
市
民
課
国
民
年
金
係
の
職
員

圃
問
合
せ
　
市
民
課
国
民
年
金
係

（ａ

０
４
１
１
３

ヘ

こ
の
広
報
は
再
生
紙
を
健
用
し
て
い
蟄
す
。

業
準
備
セ
ミ
ナ
ー

〔と
き
〕
３
月
■
日

ω
午
後
１
時
～
５
時

（会
場
は
す
べ
て

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
＝
春
日
市
原
町
）

囲
申
込
み

・
問
合
せ
　
県
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー

「あ
す
ば
る
」
事
業
課

（ａ
Ｏ

９
２

・
５
８
４

・
１
２
６
１
）

ヘ

母
子
家
庭
な
ど
の
た
め
の

法
　
律
　
相

一
談

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、
母

子
家
庭
や
寡
婦
、
父
子
家
庭
の
人
を
対

象
に
し
た

「法
律
相
談
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

日
と
き
　
３
月
２
日
い
、
・６
日
∩
、
４

月
１３
日
い
、
５
月
１８
日
∩
、
６
月
１５
日

内
　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
６
時
半
～

８
時
半

囲
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６
階

（春
日
市
原
町
）

回
相
談
員
　
弁
護
士

囲
申
込
み

・
問
合
せ
　
相
談
日
の
前
日

ま
で
に
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

（ａ

０
９
２

・
５
８
４

・
３
９
２
２
）

へ

お
わ
び
と
訂
正

『
広
報
ち
く
ご
』

２
月
号

８
で
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
市
県
民
税

・
国
民

健
康
保
険
税
申
告
受
付
の
表
中
、
校
区

会
場
の
羽
犬
塚

・
筑
後
小
学
校
区
の
月

日
に
２
月
１６
日
閑
～
３
月
１６
日
ｍ
と
あ

る
の
は
、
２
月
１６
日
曲
～
３
月
１５
日
曲

で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

・

―

・

―

―

・

―

。

―

。

―

。

―

・

―

。

―

・

ちっごいきいき協議会

上方 の う車 イ新 濯とめ ぐ り
ちっごいきいき協議会では、旧藩時代、市内を通

っていた街道を歩く「坊の津街道めぐり」を実施し

ます。

団とき 3月 11日 tD 9:30集合 (=筑後市役所駐車
場)

国内容 》ウォーキング (筑後市役所→中ノ島公園
=約4キロ),>昼食 (準備しています)レ抽せん会
※雨天決行ですが、ウォーキングは中止になること

があります

國参加費 無料
囲申込み 。問合せ 2月 29日 山までにちっごいきい

き協議会 (」 Aふくおか八女筑後地区センター内a
53-4811)ヘ

※参加者全員に入浴割引券を差しあげます

―

。

一

・

―

・

―

・

―

・

―

。

一

―

。

一

。

一

。

一

。

一

・

―

・

ヰ

・

ｌ

ｏ

ｌ

ｌ

年

金

相

談

「年
金
」
に

つ
い
て
の
疑
問
や
質
問
、

心
配
ご

と
な
ど
に
応
じ
よ
う
と
、
市

で

は

「年
金
相
談
」
を
開
き
ま
す
。
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

―

・

―

・

―

・

―

・

―

。

―

・

ｔ

お
じ

い
ち

や
ん
、
お
ば
あ
ち
や

ん
た
ち
と
昔

の
遊
び
を
楽
し
も
う

と
松
原
小
学
校

（橋
本
タ
ジ
子
校

長
、
４
３
４
人
）

の
３
年
生
７５
人

が

１
月
２。
日
、
久
富
公
民
館
を
訪

れ
、
地
域
デ

イ
サ
ー
ビ

ス
に
参
加

す

る
２８
人

の
高
齢
者
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
お
は
じ
き
や
お

手
玉
、
メ
ン
コ
、
羽
根

つ
き
、
竹

馬
な
ど
１１
種
類
の
遊
び
に
分
か
れ
、

高
齢
者
ら
に

コ
ツ
を
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
熱
心
に
、
ま
た
夢
中
に

な

っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

お
ば

あ
ち
や
ん
た
ち

の
歌
に
合

わ
せ
て
お
手
玉
を
し
た
池

田
千
恵

さ
ん
、
石
川
玉
絵
さ
ん
、
川

口
美

佳
子
さ
ん
ら
は
、
お
手
玉
を

一
生

懸
命
ま
わ
し
な
が
ら

「教
え

て
も

ら

つ
て
る
け
ど
難
し
い
。

で
も
楽

し
い
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

あ
や
と
り
を
教
え
て
い
た
中
尾
律

子
さ
ん

（
７７
歳
）
や
荒
谷
政
野
さ

ん

（
７６
歳
）
は

「音
を
思
い
出
し

な
が
ら
や
り
ま
し
た
が
、
き
ち

っ

と
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
家
に
は

小
さ
い
子
は

い
な
い
の
で
…
。
か

わ

い
く
て
い
い
で
す
ね
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

表

紙

□
印
刷
　
　
∩
　
一　
の
　
瀬
　
印
　
刷

□
発
行
　
福
岡
県
筑
後
市
役
所
　
□
締
集
　
総
務
部
企
磁
課
　
奮
◎
４
１
１
１
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